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(株)ミヨシ／1 

ブプレウラム（ポプラリアン） 

                                                              

黄緑色の苞（ほう）が美しく、どんな切り花にも合うグリーン商材として人気がある。 

草姿は下部から分枝してスプレイ状になり、主にアレンジ用として扱われる 

                                               

学名 Bupleurum  rotundifolium セリ科 

和名 突き抜き柴胡（ツキヌキサイコ） 

原産地 ヨーロッパ、ロシア、イラン 

                              

特性・・直根性で移植を嫌う 1 年草。高温多湿に弱い。 

開花特性・・高温長日で開花促進 

収穫期・・6～7 月頃 

栽培環境・・涼温で排水のよい土壌を好む 

                                       

1 坪あたりの植え付け本数・・約 85 本/坪 

1 株あたりの収穫本数・・1 本程度 

価格・・カタログ参照 

                                            

播種                    

播種時期・・4～8 月 

発芽条件・・湿冷（涼）で休眠打破 

発芽適温・・15℃ 

発芽日数・・催芽処理後 3～7 日 

※催芽処理は 10～15℃の冷蔵庫内で 7 日間置

く 

 

定植                        

定植時期・・５～９月 

定植間隔・・株間条間 15cm5 条植 

畝・・80cm 

ネット・12～15cm 角 1 段 

マルチ・・なし 

 

肥料                       

元肥・・Ｎ-Ｐ-Ｋ＝0.8-1.0-0.6kg／a 

ｐＨ ・・6～6.6 

追肥・・Ｎ-Ｐ-Ｋ＝ - - kg／a 

（極端な肥切れ以外は追肥しない） 

 

作型                         
◆普通栽培・・4～8 月播種、5～9 月定植、7

～11 月出荷。 

 

◆年内出荷・・6 月下旬～7 月下旬播種、８～９

月定植、11～1 月出荷。10℃加温。8 月下旬以

降は要電照。 

 

◆促成栽培・・8 月中旬～9 月中旬播種、10 月

上旬～11 月定植、1～3 月出荷。定植 1 ヶ月後

から電照。10℃加温。 

 

病虫害                                  

灰色カビ病（特に葉先枯れの部分から発生） 

アブラムシ、ハダニ 

 

出荷                       

側枝が 3～4 本開花した頃が採花適期。 

早切りは水揚げが悪くなるので注意。 

 

管理               
生育適温 15～20℃。 

冷涼な温度帯を好むので、出来るだけ 25℃を超

えないように管理する。 

種子寿命は約 2 年。 

低温期の播種は 10℃を確保する。 

播種床の水はけが悪いと全く発芽しないことが

あるため注意が必要。 

直根性で移植を嫌うため、直播か早期定植を心

がける。 

電照は定植後 15～30 日頃を目安に行う。 

電照方法は日長延長16時間か暗期中断4時間。 

開花期に向けて徐々に水を切るが、極端な乾燥

は葉先枯れを引き起こすことがある。葉先枯れ

から灰色カビ病の発生へとつながりやすいので、

あらかじめ防除しておく。 

 


